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Abs壮ract ： Japan　became　a　fu11−blown　aged 　society 　with 　a　Dcclining　Birthrate．　Case　of 　indoor　pet　keeping　increased　recently ．

Indoor　pet　keeping　may 　become 　the　indoor　odor 　source 　because　pets　have　characteristic 　odor ．　This　study 　has　focused　on 　the

odor 　of　indoor　pet　odor ．　The 　aims 　of　this　study　are　to　clarifシthe　odor 　emission 　rate，重he　main 　odor 　components 　and 　the

deodorizing　effect 　ofthe 　air　cleaner ．　For　this　objective ，
　we 　measured 　pct　odor 　in　pet　shops 　by　01factory 　measuremen 亡method ，

chemical 　analysis 　of 　odor 　componentS 　and 　odor 　sensor ．
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要旨 ：少 子 高齢化 に伴い 、ペ ッ トを 自宅 の 室内で 飼育す る ケース が 増加 して い る 。
ペ

ッ トに は 特有の 体臭、排泄

物臭があ る と言 われて お り、室内 で の 飼育 は そ の 空間 の 臭気源 とな る 可 能性がある。本研究で は、ペ ッ トシ ョ ッ

プ に お い て 、嗅覚測定法、臭気成分分析、に お い セ ン サーを 用い た臭気調査 を 行 い 、臭気 対 策 に 必 要なデータ で

あ るペ
ッ ト臭 の 発生量を求め、ペ ッ トを飼育す る 空間 の 臭気 と室内 へ の 付着臭の 対策 に つ い て 検討 し た。

キーワード ：
ペ

ッ ト臭 臭気 発 生 量 臭気成分 調査 空 気清浄機

　　　　　　　　 1．は じめ に

　 少子高齢化 に 伴 い 、ペ ッ トを室内で 飼育す る ケ
ー

ス

が 増加 し て い る。ペ ッ トは 特有の 体臭、排泄物臭 が あ

り、室 内 で の 飼 育 は そ の 空 間 の 臭気 源 とな る 可能 性 が

あ る。しか し、ペ
ッ トの に お い に 関す る特性や臭気発

生量 は ほ とん ど 明 らか に され て い ない 。

　 本 研 究 で は、ペ ッ ト臭 （こ こ で は、主 に 犬 の に お い

とす る） が 主要な臭気 で あ るペ
ッ トシ ョ ッ プ に おい て

嗅覚測定、臭気成分分析、に おい セ ン サ ー
を用 い た 臭

気 の 測定を 行 い 、ペ ッ ト臭の 特性 と臭気発生量 を 把握

し た。ま た 、ペ ッ ト臭 の 対 策 の
一

つ と し て 、空気清浄

機 を用 い た 脱臭効果 に つ い て 検証を行 っ た。

　　　　　　　　　 2 ．方法

2−1． 調 査 対象

　 実 測 調 査 で は 、調 査 内 容 を説 明 し、了解 の 得 られ た

ペ ッ トシ ョ ッ プ K 店 と G 店の 2店 を対象 と した。測定

対象 と して は 、
ペ

ッ トシ ョ ッ プ の ゲージ 空 間の 臭気 と

グ
ージ 空間 に 設置 された タ オ ル の 付着臭 と した。それ

ぞれ の ゲージ 空間は 表 1 に 示す よ うな状況 で あ っ た。

2−2． 測定内容 お よ び 期間

　 ペ
ッ ト臭 の 特性 と臭気発 生 量 を求 め る た め の 臭気

測 定 を K 店 で は 4 回 （測 定期 間 8月 29 日
〜9 月 26 日〉、

G 店 で は 5 回 （測定期 間 8 月 29 日〜9 月 26 日に 4 回、

12 月 20 日）行 っ た。

　空気清浄機 の 脱臭性能を検討す る調査 で は、調査初

日 の 臭気試料 採 取 後、空 気清浄機 （ナ ノ イ ー空 気清浄

機 、F−VXF70 、パ ナ ソ ニ ッ ク株式会社） を作動 させ 、

最終 日の 8 日 目に 2 回 日の 試料を採取 し た．ベ
ッ トシ

ョ ッ プ の ゲージ 空 間 の 臭気測定 に お い て は、空 間 に お

　 　 　 表 1 調 査 期 間 中 の ゲージ 空 間 の 状 況

店舗 ゲ
ー

ジ空間 の 容積 （甫） 換気 量 （「  ／h＞ 犬 （匹 ） 猫 （匹）

G 27．5 73．011 〜141 〜2

K 36．0 44、77 〜12 1
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い て 各 回 空 気 を 140L 採 取 した。

　 タ オ ル の 付着臭 に 関 し て は、設 置前 の 新 品 の タ オ ル 、

ゲージ空 間へ設置後 4 日 目の タ オル 、ゲージ 空 間へ設

置後 8 日 目 の タオ ル に つ い て 、タ オ ル を 直接嗅ぐこ と

で 評 価 した。さ ら に、設 置 前 の 新 品 の タオ ル とゲージ

空間 へ 設 置後 8 日 目の タ オ ル に つ い て は、タ オ ル を入

れた 100L サ ン プ リン グバ ッ グに 窒素 ガ ス を入れ、恒

温 槽内で 加 熱 し 、タ オ ル に 付着 し た 臭気 をバ ッ グ 内 へ

脱着 させ た。

　 な お 、タ オ ル は ゲージ空 間へ 2 か 所ず つ 設置 し、直

接嗅ぎで は、そ れ ぞ れ の タ オ ル の にお い を 評 価 し、加

熱脱着 に お い て は、2 か 所 の タ オル を 同
一

の バ
ソ グ へ

入 れ 、同 じ臭気試料 とし て 測定 した。

2−3． 測定項 目

　 ゲージ 空 間の 臭気 と タ オ ル の 付着臭 に つ い て 、次 の

測定を行 っ た。

（1）ゲージ空 間 の臭気

  臭気濃度 ・臭気指数 ：二 点 比 較 式 臭 袋 法 に よ り測 定

　臭気濃度 と 臭気指数の 関係 は 次 の とお りで あ る 。

　 （臭気指数）＝IQ9 （臭気濃度）× 10

  臭気 強 度 評 価 ：6 段 階臭気強度尺 度

  快
・不 快度 評 価 ； 9 段 階 快

・不 快度 尺 度

  容認 性 の 評価 ： 2 段階容認 性 尺 度

  臭気質 の 評価 ： 自出記述

  臭気成分濃度 （特定悪臭物質 22 物質 と酢酸〉； ガ ス

ク ロ マ トグ ラ フ （GC − 14B および GC− 2e14 島津製作所

製 ）、ア ン モ ニ ア の み 分光光度計 （UV−200G 島津 製作所

製）に よ り測定

  に お い セ ン サ
ーf直の 変 動 ： に お い セ ン サー （AET −S

新 コ ス モ ス 電機製） に よ り測定

（2）タオ ル の 付着臭

  臭気 強 度 評 価 ： タ オ ル を 直接嗅 ぎ、6 段 階臭気 強 度

尺 度 に よ る評価

  快 ・不快度評価 ： タオ ル を直接嗅 ぎ、9 段階快 ・不

快度 尺 度 に よ る 評価

  容 認性 の 評 価 ： タ オ ル を 直接嗅 ぎ、2 段 階容認性尺

度 に よ る評 価

  臭気質 の 評価 ： タ オ ル を 直接嗅 ぎ、臭気質 を 自由 記

述

  加 熱脱着させ た タ オ ル の 付着臭の 臭気濃度
・
臭気指

数 ： 三 点比 較式臭袋法 に よ り測定

  加 熱脱着 させ た タ オ ル の 付着臭 の 臭気成分濃度 （特

定 悪 臭 物 質 22 物 質 と酢 酸 ）： ゲージ空 間 の 臭気 と同 様

2−7．　 嗅覚パ ネル お よび 官能検査 室

　臭気濃度 を求め る 実験 で は、嗅覚パ ネル と し て パ ネ

ル 選 定試 験 に合 格 し た 20歳代男女 6 名 を、臭気強度、

快 ・不 快度、容 認 性、臭気質 を 評 価す る 実 験 で は、同

様 の 試 験 に 合格 した 20 歳代男女 8 名 を採用 し た。官

能 検 査 室 は、20〜25℃ 、50％前後 で 、清浄 な状態で あ

っ た 。

　　　　　　　3 ．結 果 および考察

3．1 ペ ッ トか らの 臭気発 生 量 に 関す る検討

　こ こで は 、
ペ

ッ ト臭に 対す る臭気 対策を行 う上 で 必

要なペ
ッ トか らの 臭気発生量に つ い て 検討す る 。

ペ ッ

トシ ョ ッ プ ゲージ 壁 面 や エ ア コ ン 等 か らの 臭気 は 考

慮せ ず、ペ ッ トシ ョ ッ プゲ
ージ空間に お け る臭気は す

べ て ペ
ッ トを発生源 とし た もの と した D また、犬と猫

か らの 臭気 発 生 量 を 同量 と仮 定 し て 算出 し た。

　 ゲージ 空 間の 臭気 の 臭気濃度を用 い て 、次 の 式 に よ

り、ペ ッ トか らの 臭気 発 生 量 を 算 出 す る 。

　 グ
ー

ジ空 超7に お ケ 6 契気秀 二佐量 （iifth丿

ヨ臭 気漉厘 x グ
ー

ジの 換気 眞 （m
’
／h）・昌r・r一 画画・…　 ω

ハev み1 匹か らの 契気 努贋 」罫 ‘刀伽 ノ

＝グ ージ 窃饗ゲに 方 〜ノる 興気
．
塗 堂重 （mS ！hル 縦 穿 の べ

．
ソ fitt…　 （2？

表 2　ゲ
ー

ジ 空 間 の 臭気 濃度 と測 定時 の ペ
ッ ト数

1　　 日 8〆299 ／59 ／12 　　 9／26 葦2〆20
G店 臭気指 252625 　　　　 2031

320400320 　　　 100100D
ペ ッ ト　 （匹〉 計 〆犬／ 15〆13／2 糾／13／筆 9〃 ／2　 13／11／213 ／12／τ

K 店 氤 212725 　　　 27
気
』

130500320 　　　 500
ペ ッ ト叡 （匹）　 〆犬／ 11／10／ 110 ／8〆216 〆13／3　 15 ／璽2〆3

表 3　ゲ
ージ空 間 とペ

ッ ト 1 匹 当た りの 臭気 発 生 量

　 ゲージ 空 間 の 臭気 の 臭気濃度 と測 定時 の ペ
ッ ト数

を 表 2 に示 す。表 2 とゲージ 空 間 の 換気量 、G 店 73

  〆h 、K 店 44．7   thを 用 い て （1）式 よ りゲージ 空 間

の 臭気発 生 量 を求 め 、（2）式 よ りペ ッ ト 1匹 か らの 臭

気発生 量を求めた。結果 を表 3 に 示す。

　 季 節別 に ペ
ッ ト 1 匹 当た りの 臭気発生 量 をみ る と、

夏 期 （8 月 29 日〜9 月 26 日 ）は 528   1h〜2596   1h

で あ り、平 均 で 1493   1hとな る 。 冬 期 （12 月 20 日）

に は 5615   ／h と増加傾向 に あ るが 、ゲ
ージ 空 間 の 壁

面 や エ ア コ ン か ら の 臭気 な ど の 要因 が 季節 に よ り 変

化 し、臭気発 生量 に影響 した 可能性 が あ る。季節別 の

臭気発生量 に っ い て は 、今後 の 検討課 題 で ある 。

　 ペ
ッ トを住 宅 で 飼育する場合、居間で の 飼育 も考え

られ る が、ペ ッ ト 1 匹 を 居 間 で 飼 育 し た 場合 に 、ペ ッ

ト を飼 っ て い な い
一

般 住 宅 の 居 間 の 臭 気 濃 度 70 （棚 村

ら，2011）ま で に 低減す る た め の 必 要換気量 を求 め た。

　 こ こ で は 、データが 複数得 られ た 夏期 の 平均値 を 用

い て 検討 を行 う。0．5 回1h の 24 時間 換気 が 行 われて い

る 10 畳 （16 ．5   、高 さ 2．4m ）の 居間で ペ
ッ ト1 匹を
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飼育 し て い る とす る と、居間の 換気 量 は 19．8   1h で

あ り、ペ ッ ト 1 匹 を飼 育 した 場 合 の 必 要 換気 量 2L3

  1h よ り も少 な い 。 ま た 、室内 の 換気量が 19．8   1h

で あ っ た 場 合、室内の 臭気濃度 は 75 となる。こ の 値

は、ペ ッ トを飼育 し て い ない 住宅 の 臭気 濃度 70 を 上

回 る こ とに な り、ペ ッ ト臭用 の 臭気対策 を 検討す る必

要 が ある と考えられ る。

ペ
ソ み 1 匹 を飼 淳 し τ eV “ 拶 浄の 必 要 撰気身

ニペ
ソ み 1 匹

『
当た クの 臭気発杢蛋 　／　Aafa

．
搬 70

＝1493 　　／　　70　　；　　21．3ni ）ib　・　・　r　‘3丿

彗内 の 稟 気齦
F

＝ペ
ソ み1匹 汐た クの 契気 躍イi蔚 　／　換気 屏

＝1493 　／　19．8　＝　 75 ・一
（4ノ

3．2 ペ
ッ ト臭の臭気成分分析

　夏期 調 査 に お い て ゲ
ージ 空間 と ゲ

ージ 空 間へ設置

し た タ オ ル へ 付着 し た 臭 気 の 成分分析 を 行 っ た 結 果

を表 4 と表 5 に 示す。

　 表 4　ゲ ージ 空 間 の 臭気 成 分 分 析 結果 （ppm ）

ンプル G

サ ン ブ 1 ン 8／299 ／59 〆129 ／20
」メ　 レ 　電ン NDNDNDNO0003’

モ
ー

02020503 02
セ 　　ル

ー
ヒ
’

DOO2000112OO1370005400001

プロ ピ　ン　 レ
ー

ヒ
’

NDNDNOND00001

嚠50 一ブ　ル 　 ル
ー
ヒ
’

ND 撹 DNOND0000 「

n一フ　ル 　 ル
ー

ヒ
’

NDNDNONDoooo ■

130一パ　 レ　 レ
ー
ヒ
’

NDNDNO 障 DOOOO1

n
一
バレ レ　 レ

ー
ヒ
甲

NDNDNDND00001
プロビ　ン oooo4OQoo800009oooo4DODD2

！ OOOO2000020000 0020029　世 0　 　 2OOOO200002OOOO2OOOO2

／ル マル
士 NDOOOO200002OOOO200002

ooo430007000143ooo9200002
OOOO1ND00001 ＜ ODOO100001

メ　ル メル カプ ン ODOO5OOOO500005ND00005

メ　 ル ＜ ODOO5 ＜ 00005NDND00005

ニ 　 　 メ　 ル 障 DNONDNO00005驢
　 　 レ K
、　　1 、 8／299 ／59 ／12

1 メ 　 レ　 ＝ン NDNOND 閥 00003

ンモ ニ 02D202 く 0202

セ　　ル
ー
ヒ
’

00043DO114ooo78OO11800001
プ ロ ピ　 ン 　 ル

ー
ヒ
’

NDNDNDND00001

1So一ブ　ル　 レ
ー

ヒ
’ NDNDNONDOCOOT

n
一
ブ　 ル 　 ル

ー
ヒ
’

ND 四 DNDMD00001
Iso一バ　 レ　 レ

ー
ヒ
’

ND 軸 DNONDOOOO1

【一バレ レ　 レ
ー

　
’

N 帥 DNO 団 DOOOO1
ロ 　 　 ン 000040005 19000D2

ノ レマ レ ND D　 　 200005ODOD2

r　智 ND0000200002oo 002

ノ レマ レ
U「 NDOOOO2OOO 2D 　 O2

OOO720004600241DO18900002

oooo1 ＜ OOOO1 ＜ 00001OOOO100001
メ　ル メ レカプ ン ＜OOOD500026 　　 く 00DO5ND00005

メ　 レ oooo5ND 　　　　　 NDND00005
ニ 　　 メ　 レ NDND 　　　　　 障 DND00005

表 5　タ オ ル へ 付着 した 臭気 の 成分分析結果 （ppm ）

ン プル の　　 ル G K

ン プ 1 ン 8／29 959 ／5
F メ 　 ル 　 蕁ン ND 閥 DNDooo3

アンモニ 02201002
セ　　ル

ー
ヒ
’

oo249oo3a1OD47200001
プロ ピ　ン　ルデヒド NDNDND00001

150一ブ　ル　ル
ー

ヒ
’

NDNDNDDOOO1

【一プ　 ル 　 レ
ー

ヒ
’

NDNDNDOOOO1

150
一
バ レ ル 　 ル

ー
ヒ
’

NDNDNDDOOO1

n一バ レル　 し
一

ヒド NDNDNDOOOO1

プロピ　 ン く 0000 〈 00002 く 00002DOOO2

ノル マ ル NDNDNDDOOO2、　智 NDNDNDDOOO2

ノ レマ レ
舍

NDNDNDoooo2
ODD18ODO110000BDOOO2

NDNDNDODOD1

メ 　 ル メ ル カブ ン NDNDND000D5

メ 　ル NDNDND00DD5『
　　 メ　ル NDNDNDoooo5

　 臭気成分分析の 結果 か ら今回分析 で きた 成分 の 中

で は 、ペ ッ ト臭の ギ 成分は 、ア ン モ ニ ア 、ア セ トアル

デ ヒ ド、低級脂肪酸 で ある と考 え られ る，

3，3 ペ
ッ ト臭対策の 検討

　空 気 清浄機 に よ る脱 臭効果 に っ い て 臭気濃度、臭気

感覚評 価、に お い セ ン サー値 の 変動 か ら検討 を行 う。

（1）ゲージ空間の に おい セ ン サ
ー

値 の 変動

　調査期間中、ゲ
ージ 空間 へ にお い セ ン サ ーを設置 し、

に お い の 変動 を記録 し た。人の 出入 り等 の 影響 の 少 な

い 夜 間 の に お い セ ン サ
ー

値を 空 気 清浄機作動 の 有無

で 比 較 し た もの を 図 1 に 示 す．

　 図 に は G 店 の 各 条 件 、測 定 4 日 目の 21 時か ら翌朝

9 時ま で を 示 し た 。
こ の 時間 帯 は 人 の 出入 りが な い た

め、ほ ぼ平 衡状態 に あ る と考えられ る。空気清浄機未

作動 で は に お い セ ン サ
ー

値 は 約 120 、空 気清浄機作動

で は 約 20 で 平衡状態 とな っ て お り、空 気 清浄機 作 動

の 方が に おい セ ン サー
値 が 低 い 値 を示 した 。
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　　　 図 1 夜間の に お い セ ン サ
ー

値 の 変動

（2）ゲージ空 間の 臭気濃度 お よび 臭気感覚評価結果

　図 2 に ゲージ 空 間 の 臭気濃度 の 変化を、図 3 に 各店

舗 に おけ る ゲ
ージ空間 の 脱臭効率を示す。

　い ずれ の 店舗 に お い て も空 気 清浄機作動 8 日 目の 臭

気 濃 度 は 作 動 前 よ り も低 下 す る傾 向 に あ っ た。ゲージ

空 間 内 の 臭気 濃 度 を 基 に脱臭効率 を 算 出す る と、最大

で 85．6％となっ た。

　 　 　 lOOOO

loeo

oo1
倒
嘱
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丶

…● …G 店

幽9 − K店

　 　 作動前　 　　 　　 　　 作動 8日 目

図 2　ゲ
ージ 空間 の 臭気濃度
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度 と して 算出 した 。
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G店 タオ ル A
2．0

G店 タオル S

一〇一空 気溝 浄機 束作 勒

一一． 一．空 気濤 浄機 作動

1

，”

，●

一e一空気清浄機未作動

．■●四空気清浄機作動

100　

新晶 s日目

図 5　ゲージ空間に 設 置 した タオ ル の

　　　　臭気試料 の 臭気濃度
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図 4　各店舗 に 設 置 し た タ オ ル を

直接嗅ぎで 評価 し た 場合 の 臭気強度

付着率 （％ ）

＝B／ A× 100

A ； 空気 清浄機 未作 動

の 臭 気濃 度、B ； 空 虹

清 浄機 作 動 の 臭 気 濃

度 と して、空 気 清浄 機

作動 の 付 着 率 を算 出

した。

　 　 図 6 空 気 清 浄 機 作 動 に よ る

ゲージ空 間 の タオ ル へ の 臭気の 付着率

し た 。特 に G 店で は、付着率 26％ で あ り、ゲージ 空

間内 の 脱臭効率と同程度 の 効果 が 認 め られた。

（3）タオル に付着した臭気感覚評価結果

　各店舗 の ゲージ空 間 2 か 所 （A と B と した ） に 設 置

した 4 日 日 と 8 日 目の タ オル に つ い て 、に お い を直接

嗅 ぎ に よ り評 価 した 臭 気 強度 の 結果 を 図 4 に 示 す。

い ず れ も 空 気 清 浄 機 作 動 条件 の 臭気強度 の 方 が 低 い

値 を示 し た。

　次 に、タオ ル に付 着 した臭気 を加熱 に よ り脱着 させ 、

臭気濃度 を測定 した結果を図 5 に示す。加熱脱着す る

際に は 、嗅覚測定法を 行 うた め に 適切 な濃さの 臭気 を

得 る た め、各店舗 の ゲージ空 間 2か 所 に 設 置 した タ オ

ル を ま と め て 1 っ の 臭気試料 と して い る。また、各店

舗 の ゲ
ージ 空間 に 設置 し た タ オ ル へ の 臭気 の 付着 に

関 し て 、空 気 清浄機 未 作 動 の 臭気 の 付 着 を 100 ％ と し、

作動 条件の 臭 気 の 付 着 率 を 求 め た 。 結果 を 図 6 に 示 す。

い ずれの 店舗 に お い て も空 気 清浄機 の 作動 に よ り、ゲ

ージ 空 間 に 設 置 し た タ オ ル へ の 臭気 の 付着率 は 低 下

　　　　　　　　　 4 ．まとめ

　本 研 究 で は、ペ ッ ト臭の 対 策 を行 う際 に必 要 とな る

ペ ッ ト （主に 犬） 1 匹 か らの 臭気発生量 1493   th を

求 め た。また、ペ ッ ト臭 の 主 要な臭気成分 は ア ン モ ニ

ア 、ア セ トア ル デ ヒ ド、低級 脂 肪 酸 で あ る こ と を 明 ら

か に した。さ ら に、ペ
ッ ト臭対策の

一
つ と して 空 気 清

浄機に っ い て 、ペ ッ トシ ョ ッ プ の ゲ
ー

ジ空間 の 脱臭効

果、タ オ ル へ 付 着臭の 低減効 果 に つ い て 検討 した。今

回 の 調 査 に お い て は 、空気清浄機 の 作動 に よ る 空 間 の

臭気 の 低減、タオ ル への 付着臭の 低減 が 認 め られ た。
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